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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人情報処理学会（IPSJ）及び一般

財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，

日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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システム及びソフトウェア製品の品質要求及び評価

（SQuaRE）－利用時品質の測定 

Systems and software engineering-Systems and software quality 

requirements and evaluation (SQuaRE)-Measurement of quality in use 

 

序文 

この規格は，2016 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 25022 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，SQuaRE シリーズ規格の一部である。この規格は，（JIS X 25030 に関連して）利用時品質

の要求事項を規定し，かつ，（JIS X 25040 及び JIS X 25041 に関連して）利用時品質を測定し，評価する

ために使用することができる，（JIS X 25010 で規定している）利用時品質の品質特性のための品質測定量

の集合を提供する。 

この規格の品質測定量は，その実用的な価値に基づいて選択される。これらの品質測定量は，（例えば，

参考文献[16]に含まれる）実証された実践に基づいている。これらの品質測定量は，網羅的であることを

意図していないし，かつ，この規格の利用者には，必要に応じてそれらを見直すことを推奨する。 

また，附属書 G に品質測定量の定義で用いる QME について示す。 

品質測定部門 

この規格は，次の規格からなる ISO/IEC 2502n 部門の一つである。 

－ ISO/IEC 25020 測定量の参照モデル及び手引 ISO/IEC 2501n 品質モデル部門で定義した品質特性

を測定するための参照モデル及びガイドを規定している。 

－ JIS X 25021 品質測定量要素 品質測定要素及びソフトウェアの品質測定を構築するために使用で

きる品質測定量要素の幾つかの例を仕様化するための様式を規定している。 

－ JIS X 25022 利用時品質の測定 利用時品質のモデルにおける品質特性に対する関連した測定量機

能を含む測定を規定している。 

－ JIS X 25023 製品の品質の測定 製品品質モデルで規定された各品質特性及び品質副特性に関連し

た測定量関数を含む測定を規定している。 

－ JIS X 25024 データ品質の測定 データ品質モデルにおける品質特性に対する関連した測定量機能

及び品質測定量要素を含む測定を規定している。 

図 1 では，この規格とそれ以外の ISO/IEC 2502n 部門の規格との関係を表している。 
 


